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　図 1 は 6名 の 被験者 の 100　Lux 及 び 10　Lux の 照度 レ

ベ ル で の 共通空間の 1−2次元 に お け る 布置で あ る 。 図

2 は 1Lux の 共逓 空聞の 布置で ある 。 図 3 は 0．1Lux ，

図 4 は 0・01　Lux に お い て 求め られ た共通 空賜を示す 。

図中の 点線に よ る 囲 い は 明度6 ，彩度 8 の 色票布置を結

ん だ もの で あ る 。
こ れを見 る と ， 100及 び 10Lux の 照度

レ ベ ル で は ほぼ マ ン セ ル の 色環の 布置が再現 され て い る

こ と が分る。1 軸は黄一紫 の 軸，2 軸は赤
一

緑青 の 軸 と

解釈す る こ とが で き る 。 照度が 1Lux ， 0．1Lux と下 る

に つ れて 黄
一

紫と思われ る軸方向が縮ん で きて い る様子

が うか が わ れる 。 また ，赤色系の 色 は赤一緑育の 方向と

思 わ れ る軸方向に 沿 っ て暗 く感 じる 方向へ
， 青色系の 色

は よ り明る く感 じ る 方向に か た ま る よ うに 布置され て い

る。O．　Ol　Lux に な る と殆ん ど色が見 えず ，明る さ の 差

だ けを 感 じ る 世界で ，布置も直線 に近 くな っ て い る。

　 10  Lux 及 び 10　Lux の 照度 レ ベ ル で 求 め られた 3 軸

の 布置 は色 の 明る さ の 順 に 3 軸 に 沿 っ て 変 化 して い る こ

と か ら，3 軸 は 明る さの 軸で あ る と言え る 。 全て の 照度
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レベ ル に わた っ て 18色 の 色 の 明る さの 見 え の 変化を求め

た と こ ろ ， 照度 が低 くな る につ れ て ， 青色系の色 は より

明 る く ， 赤色系 の色 は より暗 く感 じて くるとい う， い わ

ゆ るプル キ ン エ 現象の 変化 の 様子が とらえ られた。
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　条件等色対の 分光反射率曲線は ， 可視波長域で 少なく

とも 3 囘交差する。 交点 の 数が 最少で 3 で あ る こ とは ，

理 論的 に 証明されて い るが ， その 交点 の 位置は理 論的に

は決定され て お らず ， 依然 と して 研究の 対象と な っ て い

る 。

　例え ば Thomton は ， コ ン ピ ュ
ーターに よ っ て 多数の

条件等色対を発生させ ， そ れ らの 交点 の 分布を調べ た 。

そ の 結果 ， 3 つ の 交点 の 位置 は極 め て 狭 い波長域 に 限定

され ，そ れ らは各々 448±4nm ，537± 3nm ，612± 8nm

で ある と した。一方 ， Wyszecki と筆者 は ， い ろ い ろな

方法で 条件等色対を発生させ て 交点分布を調 べ た 所，交

点 は Thornton の 主張す る よ りも広い波長域 に分布し ，

そ の 分布形態 は条件等色対 の 発生方法 に依存するこ とを

示 した 。

　筆者は交点 の 分布形態を最終的 に 決定する た め に ， 線

形計画法を 用 い て 更 に こ の 問題 を深 く考察 した e 計算 の

結果 ， 予期 した 通 り， 3 つ の 交点の 波長 2・，A2，Asは広い

波長域 に 分布 して い る こ と が見出 さ れ た。しか し ， そ の

分布 は可視波長 域 で 全 く自由 と言う訳 で な く，次 の 領域

に 限 定 さ れ る こ と も判明 した。
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図 1
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　上 記 の 分布領域内で ，位置 に よ っ て 条件等色対 に 何等

かの 特徴があ るかを調 べ るた めに ， 条件等色指数を計筧
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した。条件等色指数 F の 定義方法と して は い ろ い ろ あ る

が ， 最も単純な

　　　　　1』 Σ ldPtl　　　　　　　　　　　　  
　 　 　 　 　 　 　 i

を用 い た 。 但 し，
iは 離散値で と っ た 波長を示 し，

　APt は

波長 i　4こおける条件等色対 の 分光反射率の差 で ある 。

　式｛1）の 領域で条件等色指数F の 変化を計算す る と ， 図

1 の 結果が得 られた 。 図 1か らF の 最大値は

　　　　　ゐ＝450nm 　A2＝540nm　23＝610nm　　 

で 得 られ ， この 波長 は Thornton の 主張 した 交点 の 波長
と一致 して い る 。

　式  の条件等色指数 F は ， 条件等色対 の 分光反 射率曲

線 の 差異 の 程度を示して い る 。 従 っ て ， Thornton の 結

論は ，条件等色対 の 分光反射率曲線が大き く相違 して い

る と き のみ妥当で ある。 そ れ以外の
一般的な場合で は ，

条件等 色対 の 交点 は 50〜90nm に 及 ぶ 広い 範囲 に 分布 し

て い る と結論 で き る。

色　差　の 　研 　究
Studies　of　Colour　Difference

川上 　元 郎
＊

Genro　Kawakami

1． 緒言

　国際照明委員会（CIE）で 推奨 し， 日本工 業規格 （J工S）
で 制定 した CIE 　1976　L ＊

a 　s，　b＊
（CIELAB ）色空間は C工E

1976L ＊
％

＊
η

＊
（CIELUV ）色空間 と同様に ， そ の 空 闇の

均等性に 問題 が あ る 。

　なぜ な らば ， JISZ8721（三 属性に よ る色の 表示方法）

で 制定 されて い る定 マ ン セ ル ・ヒ ュ
ー

及 び 定 マ ン セ ル ・

ク ロ マ を CIELAB の a ＊−b＊
色度図 及び CIELUV の

u ＊−
v

＊
色度図に 打点した 場合に ，くもの 巣 の 様な網 目の

形状は Fig．　1 及 び Fig．2 に示され る様 に ，必ず しも均

等 に 整然 と して い な い か らで あ る 。

　CIE の 技術 委 員 会 1−08 色 差 の 評 価 （Technical
CQmmittee 　1−08 ： Colour　 D 遜 erence 　 Evaluation）で

は終局的 に ， 現在推奨 され ， JISで も制 定 され て い る，
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CIELAB 及 び CIELUV 　 Table
の 公式 よりも優れた推奨　Slopes　of 　regression 　llnes．
公式を導 出す る よ う に　 c 。1。ur 　A　　。 bserver 、

と，色差 の 評価に つ い て 　　　　　　　 R ’m 　　J ’K

の 国際励 研 究 を 奨 励 　 、 　9 携 嬲
し， 調整を して い る 。 　　　　　　 c 　

1 ’う5　 1’91

　そ れ故 に，筆者は そ の 　　　r　　尋　圭：罌　　1：髭
国際照 明委員会 の TC 　1−　　　　　 c　 o・66　 0 ・81

08 の メ ン バ 冖の
一

人 と 　 、 吾 嬲 嬲
して ， 若干 の 基 本 的 な 視　　　　　 C 　 1・05 　 ユ・24

感的評価を国際協力実験　　　　　　H 　 O ・ワ5　 ユ・巧
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中で あ る。そ れ らの 中間　　　　　C 　 ユ・e5 　 1・i8

報告が AIC 　Monte　Calro　　　　　 H 　 o．g2　 0 ．6S
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